
■画像処理技術(パタン認識方式)の概要

様々な形状のポットホールを学習した AI モデルを用いて、ドライブレコーダー映像を画像処理することで、映像内

に映る直径 10cm 以上のポットホールを検出する。 

■業務への導入効果（例：夜間・休日にポットホールを発見した場合）

※実証内容の詳細は、各社との秘密保持契約に基づき、公開できない場合があります。

図 2 現在と今後のポットホール検知から補修までの流れ 

図 1 画像処理技術(パタン認識方式)のイメージ 
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※ ポットホール発見時に安全性が確保できない場合は、速やかに現地で簡易補修や交通規制を行う

※ ポットホール発見時に安全性が確保できない場合は、速やかに現地で簡易補修や交通規制を行う




